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新型コロナとワクチン接種第 12 回

　感染症予防の一番の武器はワク
チンですが、有効だからといって
すべての感染症に対してワクチン
を作れるわけではありません。例
えば、多くの人が必要としている
エイズ（HIV）やノロウイルスの
ワクチンは、たくさんお金と時間
をかけてもまだ開発できていない
のが現状です。

◇ ◇ ◇
　新型コロナウイルスのワクチン
は、世界では2020年末から接種で
きるようになりました。これは開
発の面でも実施の面でも、今まで
にないスピードでの展開となって
います。何かを省略しているわけ
ではなく、「急いで！」と本気に
なればこんなに早くできるのだと
いうことを知りました。「早過ぎ
てアヤしい」というより、「他の
ワクチンももっと早く対応できる
のでは？」という疑問が湧きまし
た。特に日本では海外で承認され
たワクチンの導入が遅く、日本国
内での承認申請から実際に私たち
が接種をしてもらえるようになる
まで、数年単位で遅れが出ていま
す。今回は数カ月遅れての導入で
すが、皆の努力で追いつくことは
可能です。

◇ ◇ ◇
　もともとワクチンの目的は大き
く２つあります。感染しないこと

（予防）と、重症化の予防です。

◇ ◇ ◇
　感染者の数が減っても、新型コ
ロナウイルスが根絶されたわけで
はありませんし、もともと無症状・
軽症の人たちは自分が感染してい
ることに気づかないまま生活をし
ています。このようなウイルスを

「無くす」ことはほぼ不可能ですが、
ワクチンを接種する人が増えるこ
とで「罹らなくなる」、他の人に「う
つしにくくなる」という効果が期
待できます。
　医療従事者はその社会的なミッ
ション、仕事上の感染リスクから
も接種希望者が多いことがわかっ
ていますが、次いで接種する高齢
者のところでより多くの人に接種
してもらうためには、子どもや孫
世代が「どうか元気でいてほしい」
と願い、伝えていくことが大切だ
と考えています。

　罹患後に回復したとしても、後
遺症が残るリスクがあるような感
染症の場合は、特にワクチンでの
予防が重要になります。
　2020年末に接種を開始した国で
は、多くの人が接種することを選
択しました。ちょうど感染者が増
え、死亡した人の数が毎日報道さ
れている頃で、なんとかこの感染
症に勝利したいという個人や社会
全体の気持ちも高かった時期です。
実はこのような気持ちや空気はず
っとは続きません。皆で対策をが
んばった結果、感染する人の数が
減り、またそれに伴い報道も減り、
関心も低下します。「もう終わっ
たんじゃないの？」という言葉も
聞こえる中で、この社会の宝とも
いえる予防の武器を、私たちの社
会ではどれくらい大切にできるか
がカギです。
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